
 

評価 所見の具体的内容 事項 

様式－１ (施工計画審査タイプⅠ型) 

 
簡易な施工計画【工程管理に係る技術的所見】 

 

工事名：東地区ふ頭用地造成工事（その４）（ゼロ債務）   

会社(企業体)名： 

    

 
 
異常気象等の緊急時 

の対応において、工 

程遅延防止のために、 

あらかじめ対処して 

おくべき技術的な工 

夫 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

漁期による工期等の 

制約において、所定 

の工期内に完成させ 

るために、作業の効 

率化を図る技術的な 

工夫 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                            

  

注１ A4 用紙 1 枚以内にまとめることとし，1 つの所見につき 400 字程度以内で簡潔に記載すること。 

２ ワープロソフト使用の場合、フォントサイズは、11 ポイント以上とする。 

３  所見でＮＥＴＩＳ掲載の新技術・新工法がある場合は、ＮＥＴＩＳ番号を明記すること。 

また、ＮＥＴＩＳ掲載の新技術については、資料の添付は不要とし、 

ＮＥＴＩＳ掲載以外(掲載終了した旧ＮＥＴＩＳを含む)の新技術・新工法・特許工法等がある場合、 

必要に応じて技術内容や効果が把握出来る資料を 1 所見につき 1 枚まで添付できる。 

なお、ＮＥＴＩＳ番号の不記載や番号の間違いは評価しない。 

４  提出された所見の内容の確認が必要な場合、追加資料又はヒアリングを求める場合がある。 

なお、差し替え及び再提出は認めない。 

 ５ 「ＩＣＴ活用モデル工事」対象工事の対象工種に関する技術的所見については評価しない。 

   

 
  

（用紙寸法 日本工業規格Ａ４） 

 
 
 
 
 

 



 

事項 

 鋼矢板工・控工（腹起・タイ材）の品質の確保・向上について ■ 評価テーマ 

評価              所見の具体的内容 

 
様式－２ （施工計画審査タイプⅠ型） 

 

簡易な施工計画【品質管理に係る技術的所見】 
 

工事名：東地区ふ頭用地造成工事（その４）（ゼロ債務） 

会社(企業体)名： 

 

 

 

 

 

鋼矢板工・控工（腹起 

・タイ材）の品質の確 

保・向上を図るために 

行う使用材料や機材等 

における技術的な工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

鋼矢板工・控工（腹起 

・タイ材）の品質の確 

保・向上を図るため、 

施工中に行う技術的な 

工夫 

 

 

 

 

 

 

 

注１ A4 用紙 1 枚以内にまとめることとし，1 つの所見につき 400 字程度以内で簡潔に記載すること。 

２ ワープロソフト使用の場合、フォントサイズは、11 ポイント以上とする。 

３  所見でＮＥＴＩＳ掲載の新技術・新工法がある場合は、ＮＥＴＩＳ番号を明記すること。 

また、ＮＥＴＩＳ掲載の新技術については、資料の添付は不要とし、 

ＮＥＴＩＳ掲載以外(掲載終了した旧ＮＥＴＩＳを含む)の新技術・新工法・特許工法等がある場合、 

必要に応じて技術内容や効果が把握出来る資料を 1 所見につき 1 枚まで添付できる。 

なお、ＮＥＴＩＳ番号の不記載や番号の間違いは評価しない。 

４  提出された所見の内容の確認が必要な場合、追加資料又はヒアリングを求める場合がある。 

なお、差し替え及び再提出は認めない。 

 ５ 「ＩＣＴ活用モデル工事」対象工事の対象工種に関する技術的所見については評価しない。 

  

 

 

                                                                 （用紙寸法 日本工業規格Ａ４） 

 



 

様式－３ （施工計画審査タイプⅠ型） 

 

簡易な施工計画【施工上の対処すべき技術的所見】 
    

工事名：東地区ふ頭用地造成工事（その４）（ゼロ債務） 

会社(企業体)名： 

 

事項     所見の具体的内容 評価 

周辺環境対策をより効

果的に行うための技術

的な工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

より安全・安心な作業

現場環境を確保するた

めの安全管理等に係る

技術的な工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

注１ A4 用紙 1 枚以内にまとめることとし，1 つの所見につき 400 字程度以内で簡潔に記載すること。 

２ ワープロソフト使用の場合、フォントサイズは、11 ポイント以上とする。 

３  所見でＮＥＴＩＳ掲載の新技術・新工法がある場合は、ＮＥＴＩＳ番号を明記すること。 

また、ＮＥＴＩＳ掲載の新技術については、資料の添付は不要とし、 

ＮＥＴＩＳ掲載以外(掲載終了した旧ＮＥＴＩＳを含む)の新技術・新工法・特許工法等がある場合、 

必要に応じて技術内容や効果が把握出来る資料を 1 所見につき 1 枚まで添付できる。 

なお、ＮＥＴＩＳ番号の不記載や番号の間違いは評価しない。 

４  提出された所見の内容の確認が必要な場合、追加資料又はヒアリングを求める場合がある。 

なお、差し替え及び再提出は認めない。 

 ５ 「ＩＣＴ活用モデル工事」対象工事の対象工種に関する技術的所見については評価しない。 

 

 

 

 

 

                                                                （用紙寸法 日本工業規格Ａ４） 

 
 
 


